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飛騨山脈中央部� 上廊下�雲ノ平周辺の
第四紀火山岩類のK-Ar年代
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K-Ar Ages of Quaternary Volcanic Products from Kaminorouka�Kumonotaira

Area, Central Hida Mountain Range, Central Japan

Teruki O>@6L6�, Satoru H6G6N6B6�� and Koji UB:96���

Quaternary volcanic products erupted from five volcanoes located in the central part of the Hida Mountain

Range. These are the Kaminorouka Volcanic Rocks, the Warimodake Andesite, and eruptives from Iwagokeko-

tani, Kumonotaira, and Washibaike volcanoes. We have determined the K-Ar ages for five lava samples collected

from above volcanoes except for Washibaike Volcano. The K-Ar ages are measured for separated groundmass

from the lavas. Based on the newly obtained ages, previously reported seven radiometric ages, and volcanostrati-

graphic data, we identify activity periods of each centers. These are: ca. 0.9 Ma for Iwagokekotani Volcano, 0.4�
0.2 Ma for the Kaminorouka Volcanic Rocks, 0.3�0.1 Ma for Kumonotaira Volcano, ca. 0.3 Ma for Warimodake

andesite, and 0.12�0.01 Ma for Washibaike Volcano, most of which are in the late early Pleistocene to the late

Pleistocene.

1. は じ め に

飛騨山脈 �北アルプス� 中央部の雲ノ平周辺には� 乗
鞍火山列に属する噴出量が数 km3程度の小規模な第四

紀火山噴出物が分布する (Fig. 1)� これらの火山噴出物
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され� 層序および記載岩石学的特徴が明らかにされてい
る�これらの活動年代については�清水�他 (1988)や原

山�他 (1991)によって報告された放射年代のデ	タが
7点あるが� 個
の火山の活動期間を確定するにはい
たっていない�
近年� 乗鞍火山列 �帯� の年代学的研究 �御岳火山�

Kioka et al., 1998; Matsumoto and Kobayashi, 1995; 乗鞍

火山�中野�宇都� 1995; 焼岳火山群�及川�紀岡� 2000;

立山火山�松本�他� 1991; 中野�他� 1998; 白馬大池火

山� 及川�他� 2001など� が行われるようになり� 個

の第四紀火山の活動期がかなりの精度で明らかになって

きた� この乗鞍火山列の南北配列は� 飛騨山脈の主軸と
ほぼ一致している� 飛騨山脈は� 第四紀における隆起活
動の活発な地域であり� 山脈の成因は従来から火成活動
との関係が指摘されてきた �池田� 1990; 山岡� 1996��
原山 (1994)や及川 (2003)らは� 飛騨山脈の隆起の時期
と火成活動の同時性について議論している� このよう
に� 乗鞍火山列の火山の活動期を明らかにすることは�
個
の火山の山体成長史を明らかにするのみでなく� 山
脈隆起と火成活動の因果関係を探る上でも重要である�
今回� 雲ノ平周辺の 5つの火山岩類についてK-Ar年代



Fig. 1. Simplified Geological map of Quaternary volcanic products and gravel deposits in the Kaminorouka�
Kumonotaira area. Map simplified and modified after Harayama et al. (1991) and Harayama et al. (2000).

Sampling localities for K-Ar dating and sample names are also shown.

S: Shirouma-Oike Volcano, T: Tateyama Volcano, Y: Yakedake Volcano Group, N: Norikura Volcano and

O: Ontake Volcano.
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測定を行い� 既存の年代測定値や火山層序とあわせて検
討することにより噴出中心の区分と各火山の活動期を明

らかにすることができたのでここに報告する�

2. 地形･地質概略と試料採集地点

本州のほぼ中央に位置する飛騨山脈は� 南北約 120

km� 東西約 40 km� 最高点 3,190 mにおよぶ主に花崗岩

によって構成される隆起山脈である �山田�他� 1988;

原山�他� 1996など��この山脈は�黒部川や高瀬川など
の河川によってつくられた深い侵食谷に刻まれ急峻な地

形をなすが� 黒部川源流部の雲ノ平周辺には� なだらか
な侵食平坦面が分布している �深井� 1960; 原山�他�
1991�� また� 雲ノ平周辺の稜線にはカ�ルや U字谷な

どの新旧の氷河侵食地形が見られる �五百沢� 1966; 長

岡�細根� 1988; 原山�他� 1991�� 特に雲ノ平火山の祖
じ

父
い

岳東方や鷲羽池火山の赤沢溶岩には顕著な氷食地形が

認められる �原山�他� 1991など��
雲ノ平周辺には� ジュラ紀�古第三紀の花崗岩類や
ジュラ紀�白亜紀前期の手取層群によって形成された稜

線 �標高約 2,500 m以上� 上に点在する小規模な火山岩
類がある �原山�他� 1991��これらは�中野 (1989)およ

び原山�他 (1991)によって�北から上廊下火山岩類�雲
ノ平火山� ワリモ岳安山岩� 鷲羽池火山と名付けられて
いる (Fig. 1)�
これら火山岩類は� 大部分が溶岩やそれに伴う火砕岩
類で構成され� 岩脈としてのみ見いだされるものもあ
る�それぞれの層序関係�既知の放射年代を� Fig. 2に示

す� 以下� これら火山岩類の層序と放射年代値を原山�
他 (1991)�中野 (1989)に基づき簡単にのべる�なお�本
文と Fig. 2に示した地質ユニットおよび岩石名は� 中野
(1989)� 原山�他 (1991)に従った�
上廊下火山岩類

上廊下周辺に分布する火山岩類を総称して原山�他
(1991)は� 上廊下火山岩類と名づけた� これら火山岩類
は� 安山岩からデイサイトの組成を示し� 古い順にスゴ
沢岩脈� スゴ乗

のっ

越
こし

安山岩� 口
くち

元
もと

ノタル沢デイサイト� 薬
師見平デイサイト� 読売新道安山岩に区分される �原
山�他� 1991�� 原山�他 (1991)は� これら火山岩の噴

Fig. 2. Stratigraphic relationship of Quaternary volcanic products and gravel deposits in the Kaminorouka�
Kumonotaira area. Diagram modified from Nakano (1989) and Harayama et al. (1991). Rock types are

based on Nakano (1989) and Harayama et al. (1991). Ages with bold letters are K-Ar ages obtained by this

study. Other ages are from �1: Nakano et al. (1998), �2: Harayama (1990), �3: Harayama et al. (1991),

�4: Danhara and Iwano (1998) and �5: Shimizu et al. (1988).
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出中心の一つとしてスゴ沢岩脈をあげている� 薬師平デ
イサイトと読売新道安山岩は� 口元ノタル沢デイサイト
を直接覆う�読売新道安山岩からは 0.19�0.01 Ma�スゴ
乗越岩脈からは 0.36�0.03 Maの年代値が石基部分の

K-Ar年代測定によって得られている �原山�他�
1991�� また� スゴ乗越安山岩からは石基部分のK-Ar年

代測定によって 0.27�0.01 Ma �原山�他� 1991�� 0.22�
0.20 Ma �中野�他� 1998� の値が得られている�
今回� 上廊下火山岩類の最終活動時期を求める目的
で�赤牛岳北西薬師見平東尾根上 �標高 2,130 m�におい
て採集した薬師見平デイサイト (YMD)について新たに

K-Ar年代測定を行った�
雲ノ平火山

雲ノ平火山は� 黒部川と岩
いわ

苔
ごけ

小
こ

谷
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岳を中心とする火山である� この火山は� 雲ノ平礫
層 �中野� 1989; 原山�他� 1991�を境に新旧の火山に分
けられる�旧期火山は玄武岩質の岩苔小谷溶岩類 �中野�
1989� からなり� この溶岩は全岩K-Ar年代測定により

0.93�0.06 Maという値が得られている �清水�他�
1988�� 新期火山は安山岩からデイサイト組成の雲ノ平
溶岩� 下部祖父岳アグルチネ�ト� 祖父岳溶岩� 上部祖
父岳アグルチネ�トからなる �中野� 1989�� アグルチ
ネ�トの存在から祖父岳周辺に新期火山の噴出中心の一
つがあったと推定されている �中野� 1989; 原山�他�
1991��
雲ノ平礫層の下部には奥飛騨火砕流堆積物 �原山�

1990� が挟在する �中野� 1989�� 奥飛騨火砕流堆積物の
年代は� 含まれる黒雲母のK-Ar年代が 0.4�0.2 Ma �原
山� 1990�� ジルコン FT年代が 0.3�0.05 Ma �檀原�岩
野� 1998� である� この火砕流堆積物は� 中期更新世の
指標テフラ大町 Apmテフラ群 �中谷� 1972; 鈴木�早
川� 1990� と対比されている �原山� 1990�� このテフラ
群の年代値はジルコン FT法で 0.38�0.04�0.31�0.06

Maの年代を示す �鈴木�他� 1998; 檀原�岩野� 1998��
雲ノ平礫層の上部には� 奥飛騨火砕流堆積物とは別の火
砕流堆積物 �スコリア流堆積物�と溶岩を挟在している�
中野 (1989)は� これら火砕流堆積物や溶岩を境に下部
の花崗岩や手取層群の砂岩�泥岩の礫を主体とし� 安山
岩礫をまったく含まない礫層から� 上部の安山岩礫混じ
りの礫層へ礫組成が変化する事を報告している� この礫
層に挟まれる溶岩は� 清水�他 (1988)により 0.31�0.2

Maという全岩K-Ar年代が得られている� 雲ノ平礫層
の上部と下部を分ける溶岩の年代値を考慮に入れると�
奥飛騨火砕流堆積物の年代は約 0.3�0.4 Maと考えられ

る�
今回� 雲ノ平火山の活動期間を確定することを目的と

して岩苔小谷溶岩類 (IKL)� 祖父岳上部アグルチネ�ト
(JUA)� 雲ノ平溶岩 (KDL)についてK-Ar年代測定を

行った� 岩苔小谷溶岩類は岩苔小谷右岸標高 2,250 m

で� 祖父岳上部アグルチネ�トは祖父岳山頂北標高
2,820 mで� 雲ノ平溶岩は雲ノ平南東標高 2,590 mにお

いて採取した�
ワリモ岳安山岩

鷲羽岳北方に点	と分布する安山岩類はワリモ岳安山
岩と名づけられている �原山�他� 1991�� 噴出中心は�
水晶小屋付近の岩脈である可能性が高い �中野� 1989;

原山�他� 1991��
今回� ワリモ岳山頂北標高 2,880 mのワリモ岳安山岩

(WDA)についてK-Ar年代測定を行った�
鷲羽池火山

鷲羽岳南東� 鷲羽池を噴出中心とする火山は鷲羽池火
山と名づけられている �中野� 1989; 原山�他� 1991��
下位よりデイサイト�安山岩質複合溶岩流の赤沢溶岩�
安山岩質の鷲羽池溶岩� 安山岩質の鷲羽池スコリアおよ
び爆発角礫層に区分されている �中野� 1989�� 赤沢溶岩
から全岩K-Ar年代 0.12�0.01 Maが得られている �清
水�他� 1988��
今回この火山の産物の年代測定は� 行っていない�

3. 測定方法と結果

年代測定は� 前述の層序�地質図に従って採集した 5

つの溶岩の石基について行った� それらは� 上廊下火山
岩類から 1つ �薬師見平デイサイト
 YMD�� 雲ノ平火
山から 3つ �岩苔小谷溶岩類
 IKL; 祖父岳上部アグル

チネ�ト
 JUA; 雲ノ平溶岩
 KDL��ワリモ岳安山岩か
ら 1つ �ワリモ岳安山岩
 WDA� の総計 5つである� 各
試料の採集地点岩石と簡単な記載岩石学的特徴は� Fig.

1と Appendix 1に示す� 顕微鏡下の観察によると� 薬師
見デイサイト� ワリモ岳安山岩� 祖父岳上部アグルチ
ネ�ト� 雲ノ平溶岩の黒雲母ないしホルンブレンドが一
部オパサイト化していることを除き各試料とも石基� 斑
晶はともに新鮮である� 年代測定は石基部分のみ使用
し� 試料の分離調製および測定は蒜山年代学研究所に依
頼した� 一連の分析手順は� 長尾�他 (1984), Itaya et al.

(1991)に従った�アルゴンの測定は� 38Ar濃縮スパイク

を用いた同位体希釈法でそれぞれ 2回ずつ測定してい

る� カリウムの定量には� 2,000 ppmのセシウムをイオ

ン化制御剤として用いた炎光光度法を用いた� 年代の算
出に必要なカリウムの改変定数は Steiger and Jäger

(1977)の改変定数を使用した� 2回の測定を行ったもの

は� 津久井�他 (1985)の式に従って平均値 T と誤差

DTを見積もった�
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測定結果は� Table 1のようになる�試料の大気アルゴ
ン混入率は� KDLが 95.6, 96.0%, JUAが 91.9, 92.8%で

あるのを除き 90%未満である� また二回の繰り返し測
定で得られた年代値はいずれも誤差範囲で一致した� そ
れぞれの年代値の平均は� 薬師見平デイサイト (YMD)

で 0.22�0.02 Ma, 岩苔小谷溶岩類 (IKL)で 0.93�0.06

Ma, ワリモ岳安山岩 (WDA)で 0.29�0.02 Ma, 祖父岳

上部アグルチネ�ト (JUA)で 0.16�0.02 Ma, 雲ノ平溶

岩 (KDL)で 0.10�0.03 Maである (Table 1 and Fig. 2)�
それぞれの試料の石基は� 顕微鏡下で風化�変質が認
められないことからアルゴンの散逸などの影響は考えら

れない� また既知の層序� 年代とも矛盾しない� 従って
これら年代値は� それぞれの溶岩の噴出年代を示してい
ると考えられる�

4. K-Ar年代に基づく各火山の活動年代

今回 ,新鮮な岩石の石基部分から比較的精度の良い年

代値が得られた� 年代値は既知の層序 �中野� 1989; 原

山�他� 1991� や年代値 �清水�他� 1988; 原山�他�
1991�とも整合的である (Fig. 2)�そこで�これらの年代
値と既知の年代値を整理し� 各火山の活動年代を述べ
る�
旧期雲ノ平火山の岩苔小谷溶岩類で今回得られた年代

値は� 清水�他 (1988)の年代値ともに約 0.9 Maの年代

を示す� 岩苔小谷溶岩は複数の溶岩と火砕岩からなる
が� それらの間には著しい時間的間隙を示す証拠 �著し
い浸食面� 厚い土壌など� が認めらない �中野� 1989��

よって�岩苔小谷溶岩は�約 0.9 Maに噴出したとみてよ

い� 侵食部分を復元した時の旧期火山の体積は� 約 0.7

km3になる �中野� 1989; 原山�他� 1991�� 一方� 新期
雲ノ平火山の雲ノ平溶岩 (KDL: 0.10�0.03 Ma)と祖父

岳上部アグルチネ�ト (JUA: 0.16�0.02 Ma)は� 共に雲
ノ平火山の最上部の地質ユニットである� また� この火
山の下位には雲ノ平礫層とそれに挟まれる安山岩質溶岩

�0.31�0.03 Ma: 清水�他� 1988� が存在する (Fig. 2)�
これらから雲ノ平火山の活動は� 約 0.3 Maよりも新し

く�約 0.1 Maには停止したと考えられる�既知の年代値
と今回得られた年代値に基づくと� 中野 (1989)や原

山�他 (1991)が一括した雲ノ平火山には� 約 0.9 Maと

0.3 Ma以降の活動時の間におよそ 60万年におよぶ休止

期が存在する� そこで� 本論では雲ノ平礫層の下位の岩
苔小谷火山と上位の雲ノ平火山に再区分する (Figs. 1

and 2)�新たに定義した雲ノ平�岩苔小谷火山は�それぞ
れ原山�他 (1991)の新期� 旧期雲ノ平火山に相当する�
ワリモ岳安山岩は� 単一のユニットで構成されている
ため� WDAの年代値の約 0.3 Maにワリモ岳安山岩が

形成されたと考えられる� ワリモ岳安山岩の形成時期に
は� この火山岩のすぐ西方で雲ノ平礫層の堆積があった
�後述�� この礫層中に挟まる雲ノ平火山に属する安山岩
質溶岩 �中野� 1989� は� 清水�他 (1988)により 0.31�
0.03 MaのK-Ar年代値が得られている (Fig. 2)� この安
山岩質溶岩とワリモ岳安山岩は� 記載岩石学的特徴 �中
野� 1989; 原山�他� 1991� が異なる� しかし� 形成年代
がほぼ等しいこと� 両者が隣接した場所に存在し周囲に

Table 1. K-Ar ages of lava samples determined by this study.

Ages are measured for separated groundmass fractions from lavas. Errors are given as 1suncertainty levels.

Average ages are calculated using formula proposed by Tsukui et al. (1985).
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他に同時代の火山岩が存在しないことから同一火山の産

物である可能性が高い� よってワリモ岳安山岩を雲ノ平
火山に含める� なお� 雲ノ平火山を構成するユニットの
内� 雲ノ平礫層に挟まれる溶岩とその上位のユニット
�祖父岳下部アグルチネ�ト�祖父岳溶岩�の間には礫層
が挟まるが� その他のユニット間に礫層は挟まらず� ま
た著しい時間的間隙を示すその他の証拠 �著しい浸食
面� 厚い土壌など� も認めらない �中野� 1989�� こうし
た事実から� 礫層に挟まる溶岩とそれより上位のユニッ
トの間には� 火山活動の休止期が存在した可能性があ
る� つまり� 雲ノ平火山の活動期が� 約 0.3 Maの雲ノ平

礫層に挟まれる安山岩質溶岩とワリモ岳安山岩の形成

と� 約 0.2�0.1 Ma以降の雲ノ平溶岩� 祖父岳溶岩など
の形成に細分される可能性がある� 雲ノ平火山の活動時
期のさらなる細分化は� 今後の課題である� ワリモ岳安
山岩を含めた雲ノ平火山の体積は� 侵食部分を復元する
と約 3 km3以上になる�
上廊下火山類は� 各ユニットの年代から� 約 0.36 Ma

にスゴ沢岩脈� 0.2 Ma前後に口元ノタル沢デイサイト�
薬師見平デイサイト� 読売新道安山岩が相次いで形成さ
れた� スゴ乗越安山岩は 0.27�0.01 Ma �原山�他�
1991� と 0.22�0.20 Ma �中野�他� 1998� という 2つの

年代値が得られている� スゴ乗越安山岩は単一のユニッ
トで構成される �原山�他� 1991; 原山�他� 2000� が�
既知の 2つの年代値は誤差を考慮に入れても一致しな

い� 両者の年代値の差は� 年代測定における手法の差
�感度法�同位体希釈法の差�などが考えられる�現時点
では中野�他 (1998)が行った年代測定法の詳細がわか

らないため� より確度の高いスゴ乗越安山岩の形成年代
を定めるのは今後の課題としたい� しかし� いずれの年
代値もスゴ沢岩脈 (0.36�0.03 Ma)と読売新道安山岩

(0.19�0.01 Ma)の年代値の間におさまることから� 年
代値の誤差を考慮に入れると上廊下火山岩類の活動期

は� 0.39�0.18 Maの間と考えられる�上ノ廊下火山岩類
の分布を基にした火山体の復元は� 山体が激しい侵食を
受けているために行えなかった� しかし� 噴出中心と考
えられるスゴ沢岩脈と現存する火山岩の位置� 分布関係
から数 km3を超える山体は存在しなかったと考えられ

る�
鷲羽池火山については� 今回年代測定を行わなかっ
た� この火山を構成する最も古い地質ユニットの赤沢溶
岩の年代値が 0.12�0.01 Ma �清水�他� 1988� であるか
ら� これ以降に形成された火山である� 現在� 鷲羽池を
つくっている火口地形は新鮮で保存が良く� カ�ル壁を
破壊して形成されている �原山�他� 1991�� この氷河地
形は新期氷河地形のものであり� 飛騨山脈における最後

の大規模な氷河前進期は 2.5�1.2万年前である �岩田�
小疇� 2001�� したがって� 鷲羽池火山の最終活動期は�
1.2万年前以降である可能性が高い� 今後の課題として�
鷲羽池の形成年代を直接的な手法 �鷲羽池スコリアの年
代測定など� で定める必要がある� 侵食部分を復元した
体積は� 約 0.2 km3である�
以上の結果をまとめると�各火山の活動期間は� Fig. 3

のようになる� この地域の第四紀火山活動は� 約 0.9 Ma

の玄武岩質の火山活動に始まった� その後� 少なくとも
約 0.4 Maまで火山活動の休止期があり� 約 0.4�0.01

Maの間には安山岩からデイサイト質で非平衡な斑晶組

み合わせをもつ火山岩 (Sakuyama, 1978)を伴う火山活

動 �中野� 1989� が断続的に続いている� いずれの期間
も数 km3以上の火山体は形成しない小規模な火山活動

であった�

5. 雲ノ平礫層の成因

雲ノ平火山下の雲ノ平礫層の堆積時期は� その礫層に
挟まれる溶岩や火砕流堆積物の年代値と祖父岳上部アグ

ルチネ�トの年代値から次のようになる (Fig. 3)� 下部

Fig. 3. Summary of volcanic activities in the

Kaminorouka�Kumonotaira area.
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の安山岩礫を含まない礫層のほとんどは� 奥飛騨火砕流
堆積物の年代 (0.3�0.4 Ma)と下部と上部を分ける溶岩

の年代値 (0.31�0.03 Ma)からおよそ 0.4�0.3 Maの間

に堆積したと考えられる� 奥飛騨火砕流より下位の礫層
中に明瞭な侵食間隙や土壌などの堆積間隙を示す証拠が

ないため� 下部礫層の堆積開始時期は奥飛騨火砕流堆積
物より何十万年も古いとは考えられない� したがって�
下部の礫層の堆積期間は約 0.4�0.3 Maであると考えら

れる�
雲ノ平礫層の堆積場より下流にあたるスゴ沢岩脈の貫

入年代 (0.36�0.03 Ma)は下部雲ノ平礫層の堆積期間と

ほぼ等しい値を示す (Figs. 2 and 3)� そのため� 原山�
他 (1991)が雲ノ平礫層の成因として指摘した火山活動

による黒部川の堰止め作用は� スゴ沢岩脈の形成と関連
した火山活動が直接の原因である可能性が高い� すなわ
ち� この岩脈の形成に伴う火山活動が黒部川を堰止め�
その上流に下部礫層を堆積させた可能性が高い� また�
隣接した薬師沢の礫層 �原山�他� 1991� も安山岩など
の火山岩の礫は存在しない� スゴ沢岩脈付近で黒部川が
堰き止められると地形的に雲ノ平の直下と同様薬師沢に

も礫層が堆積すると考えられるので� 原山�他 (1991)

の指摘のとおり下部礫層と同時期の産物である可能性が

ある�一方�上部の安山岩礫が混じる礫層の堆積期間は�
およそ 0.3�0.16 Maの間となる� この上部礫層は� 礫種
に安山岩礫が含まれることおよび堆積期間から� 雲ノ平
火山の活動と密接に関係して形成されたと考えられる�

6. ま と め

1. 飛騨山脈中央部� 雲ノ平周辺の火山岩類につい
て� 5つの石基K-Ar年代を求めた�その結果�上
廊下火山岩類薬師見デイサイト (YMD)で 0.22�
0.02 Ma, 岩苔小谷火山岩苔小谷溶岩類 (IKL)で

0.93�0.06 Ma, ワリモ岳火山ワリモ岳安山岩

(WDA)で 0.29�0.02 Ma, 雲ノ平火山祖父岳上部

アグルチネ�ト (JUA)で 0.16�0.02 Ma, 雲ノ平

火山雲ノ平溶岩 (KDL)で 0.10�0.03 Maという

値を得た�
2. 層位と既知の年代値を合わせて各火山の活動期間

を検討し� 新たに火山の再区分を行った� 各火山
の活動期間は岩苔小谷火山	 約 0.9 Ma, 上廊下火

山岩類	 約 0.4�0.2 Ma, ワリモ岳火山	 約 0.3

Ma, 雲ノ平火山	 約 0.3 Ma以降 0.07 Maまで�
鷲羽池火山	 約 0.12�0.01 (?) Maである�

3. いずれの火山も数 km3程度の小規模な山体をつ

くる活動であり� 約 0.9 Maに活動した岩苔小谷

火山の玄武岩質の活動と 0.3 Ma以降の間欠的な

非平衡な斑晶組み合わせをもつ安山岩�デイサイ
トの活動に区分される�

4. 雲ノ平火山下にある雲ノ平礫層は� その形成年代
から上廊下火山岩類の活動によって黒部川が堰き

止められ形成されたと考えられる�
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Appendix 1. Localities and petrographic descriptions of dated volcanic products.

pl: plagioclase, ol: olivine, cpx: clinopyroxene, opx: orthopyroxene, ho: hornblende, bi: biotite, qz: quartz, op: opaque mineral, gl: glass

Latitude and Longitude are based on the Tokyo Datum.
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